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本研究の成果は、これまで報告が限られていた不斉 S N 2’反応と、キラルブレンステッド酸触媒
を組み合わせた新たな第四級不斉中心の構築法の確立である。本研究で得られた知見は、今後の
第四級不斉中心の構築を指向した反応開発及び、機構研究に大きく貢献するものと期待される。 
以上の結果は、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して
いる。したがって、清水雅大氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
